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じディッシュ内に混培養した後，サンプルとして実験に用いた。細胞は，Bax と Bcl － 2の発現を免疫
染色法およびPCR法で解析した。さらに，BrdUの核内取り込みによって細胞増殖を起こす細胞を確
認するとともに，TUNEL法にてアポトーシスを起こす細胞も確認した。免疫染色による解析では，
アポトーシス抑制性タンパクのBcl － 2は上皮細胞および線維芽細胞で弱く発現した。アポトーシス促
進性タンパクBax は上皮細胞で強く発現し，線維芽細胞で発現はみられなかった。Amelogenin と
Ameloblastinは上皮細胞のみ培養したコントロールに比べ混培養したサンプルの方が強く染まった。
また，PCR法による解析では，BaxmRNAの発現は上皮細胞のみ培養したコントロールと比較して
混培養したサンプルで有意に高かった（ｐ＜0.01）。その一方で，Bcl － 2	mRNAの発現については，
有意な差は認められなかった。混培養したサンプルの上皮細胞は線維芽細胞に比べBrdUの取り込み
が多くみられ，上皮細胞が強く増殖していることが確認された。また，上皮細胞のみのサンプルに比
べ，混培養したサンプルの上皮細胞はBrdUの取り込みが多く，上皮細胞がより強く増殖しているこ
とが確認された。混培養したサンプルの上皮細胞はTUNEL陽性核を示す細胞が観察された。一方，
線維芽細胞にTUNEL陽性核を示す細胞は観察されなかった。また，TUNEL法において混培養した
サンプルの上皮細胞は上皮のみのサンプルと比較して強く染まった。これらの結果から，マラッセの
上皮細胞は細胞増殖とともにアポトーシスを起こすことによって，ある一定の細胞集団を維持しつつ
セメント質の恒常性に関与することが示唆された。
以上の研究結果により，本論文は，博士（歯学）の学位授与に値するものと判定された。
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